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茅野市社会福祉協議会情報紙

　

五
月
二
十
一
日
茅
野
男
性
介
護
者
の
会
に
出

席
し
ま
し
た
。五
年
前
に
九
名
で
発
足
。現
在

は
会
員
十
五
名
で
定
例
会
に
は
毎
回
半
数
の

方
が
出
席
と
の
こ
と
。会
員
の
皆
さ
ん
の
和
気

あ
い
あ
い
の
会
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
介
護
は
手
を
抜
け
る
と
こ
は
抜
か
な
い
と
大
変
と

言
わ
れ
る
が
、手
の
抜
き
方
が
わ
か
ら
な
い
」

　
「
調
子
の
良
い
時
、悪
い
時
が
あ
る
の
で
気

持
ち
を
切
り
替
え
る
の
が
大
変
」

　
「
男
の
料
理
は
味
は
う
ま
い
が
、原
価
計
算

し
な
い
の
で
金
が
か
か
る
し
手
間
が
か
か
る
」

　
「
掃
除
は
要
領
が
悪
い
の
で
一
日
か
か
っ
て

し
ま
う
」

　
「
ボ
タ
ン
付
け
や
簡
単
な
ほ
こ
ろ
び
の
直
し

方
が
わ
か
ら
な
い
」

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
介
護
の
大
変
さ
を
明
る

く
、時
に
は
笑
い
も
入
り
、お
互
い
に
本
音
で

和
や
か
に
語
り
合
わ
れ
、今
年
の
定
例
会
の
内

容
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

○
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
気
軽
に
話
し
合
う
集
い

○
手
軽
に
出
来
る
お
か
ず
の
作
り
方

○
簡
単
に
で
き
る
裁
縫

○
年
一
回
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
語
る
集
い

　
「
随
時
入
会
で
き
ま
す
の
で
、当
事
者
の
方

お
互
い
に
語
り
合
い
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

う
」と
会
長
の
河
西
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
の

語
り
口
に
心
が
和
み
ま
し
た
。慣
れ
な
い
介
護

や
家
事
に
戸
惑
っ
て
い
る
男
性
に
は
、心
強
い

仲
間
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
介
護
は
中
々
先
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
た
め
不
安
が
多
い

も
の
で
す
。

　
同
じ
立
場
の
人
が
集
ま
っ
て
話
を
す
る
こ
と
で
ほ
っ
と
し
た

り
、新
た
な
知
恵
を
も
ら
っ
た
り
・・・
。

　
男
同
士
、時
に
は
愚
痴
を
言
い
合
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
語
り
合
う
こ
と
で
、新
た
な
気
持
ち
で
介
護
に
向
き
合
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２か月に一度の会だけ
ど、気軽に言いたいこ
とが言えるから次回が
待ち遠しいよ。

○開催日：奇数月(１・３・５・７・９・１１月)の第３火曜日
○時　間：午後１時３０分から午後３時
○会　場：茅野市総合福祉センター　○参加費：無　料
○問合せ：茅野市社会福祉協議会　地域生活支援係　湯田坂・今井
　　　　 （東部保健福祉サービスセンター内）
　　　　　電話　８２－１５２１（お気軽にお電話ください！）

茅野男性介護者の会

会員
募集中！！
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◆城山区　～お助け隊～

『福祉推進委員になったけど、何から始めればいいの？』
　：  『始まりは、地域の方からの“声”を聴きましょう。』

『じゃあ、アンケートをとってみればいい？』
　：  『ちょっと待って。まずは、委員さん同士で自分が暮らす地域のことを知りましょう。』
『じゃあ、アンケートをとってみればいい？』
　：  『ちょっと待って。まずは、委員さん同士で自分が暮らす地域のことを知りましょう。』

お詫び
やらざあ５月号３ページのグリーンヒルズビレッジ自治会の活動の様子を紹介した２枚の写真の位置が逆でした。
訂正しお詫び申し上げます。

≪経　過≫
　城山区は、ちの地区の中でも山手にある団地で坂もきついため、歩いて国道に出るのも困難な地域で
す。一番困っているのが「足の問題」。特に買物や通院に高齢者は困っていました。福祉推進委員ができた
当初に実施した区民へのアンケート結果からも、「足の
問題」「資源物の分別」に不便や不安を感じているとの
声があり、資源物の分別収集は隣組の助け合いによる
体制作りをしてお願いできるようになりました。また、
足の問題を解決するため福祉推進委員が中心となって
会議を重ね「城山買物お助け隊」が発足しました。　
　当初は買物でしたが、現在は通院が中心となり、月
に13～15回の利用があります。車利用の為の決まり
事や利用金額等は定めています。長野運輸局に問い合
わせた結果、ガソリン代に加え社会通念上の謝礼であ
れば、白タク行為とはならないと確認済みです。利用会
員と協力会員は登録制で予約を入れてからの利用に
なります。

　前号に続き、３つの区・自治会の福祉推進委員さんによる実践例をお伝えしました。３つの事例は、そ
れぞれ内容が異なりますが共通していることがあります。それは、各区・自治会の福祉推進委員の皆さん
がはじめに地域の皆さんからの声を聴いたり、声を集めたりすることから取組みを出発させているという
ことです。
　お伝えした３つの事例は大変素敵な取組みですが、それをそのまま他の区・自治会で展開していただ
きたい！とご紹介したわけではありません。まずは、ご自分の暮らす“地域の生の声”をお聴きいただきた
いと思っています。

　福祉推進委員さんは各区・自治会に複数名置いていただきたいとお願いしています。ですからまずは一
度、各区・自治会の福祉推進委員さん同士顔を合わせ、地域のことを知り合う機会をお持ちいただきたい
と思います。そこで、改めて知ること・気付くことがきっとあるはずです。
　また、お集まりいただく中で、「困ったな」「どうしたらいいだろう」という場面がありましたら、お気軽に、
各保健福祉サービスセンター内にいる社会福祉協議会の地域生活支援係まで声をお掛けください。み
なさんと共に考えたいと思っています。地域生活支援係から声を掛けさせていただくこともありますので、
よろしくお願いします。

　お忙しい中で、福祉推進委員さんとしての役割を果たすということは負担感もあると思います。しかし、これ
をきっかけにぜひ一度、福祉推進委員としてのアンテナを張り、地域の様子を福祉の視点から眺め、耳を傾け
る時間をお持ちいただけたらと思います。この役を通して知ったり、気づく地域の状況の中には、ご自身やご家
族の皆さんにとっても他人事ではないものがきっと多くあるはずです。

≪活動内容≫

≪見えてきた課題≫

≪今後の方向性≫

１．城山区の住民で、利用会員登録している方が外出をする際の外出支援。当初は買物支援でしたが、要
望により現在は通院支援が中心になっています。年間で１５０回以上の利用があります。

２．城山区内の利用会員と協力会員限定で行っており、区民だけで利用者と協力者が成り立っています。
３．車による移送範囲は諏訪圏内限定で、利用料金は利用者の負担が金銭面も精神面も少なくて済むよ
う低額にしています。

４．事務局に予約を入れ、事務局から協力会員に依頼しています。

～まずは地域の声を聞いてみる～～まずは地域の声を聞いてみる～

　前号に続き、「福祉推進委員として何から始めたらいいのかわからないなぁ」などの声への一つのヒントとな
ることを願い、今号では城山区の福祉推進委員さんによる働きかけから始まった地域の支え合い“城山お助け
隊”の取組みをご紹介します。

「他の福祉推進委員の皆さんと話し合っ
て、地域の皆さんが感じていることを聴
いてみようってことになったけど、どうし
たらいいのかわからなくて…」

「区の中には PTA や高齢者クラブ、民生児童
委員など多様な団体等があります。各団体の方
に集まっていただき、地域の課題など気になる
ことを挙げてもらったり、区民の皆さん対象に
アンケート調査などを行ってもいいですね。」

「区長さんにも相談してみよう！
毎年恒例の区民祭をひと工夫することも、見えて
きた地域課題に対応する一つの方法かもしれな
いなぁ。」

「地域の状況が見えてきたんだけど・・・。
どうしたものでしょう？」

「人は変わっても地域での暮らしや福祉推進委員
の役はバトンタッチされ、繋がっていきますよ。」

「まずは、福祉推進委員さん同士集まってみませ
んか？」

「福祉推進委員にはなったけど、とにかく
何からしていいのやら…困っています。」

「任期一年じゃ何もできないんじゃな
いかな？」

「新しい取組みを始めなくても、今ある区の事業を
ちょっと工夫することで、この課題に対応できるので
はないでしょうか？皆さんと相談してみませんか？」

中部(ちの・米沢・中大塩)
西部(宮川・金沢)
東部(玉川・豊平・泉野)
北部(湖東・北山)

電話：８２－０３６０
電話：８２－１３２８
電話：８２－１５２１
電話：７７－３１７２

福祉推進委員 地域生活支援係

地域生活支援係 連絡先 (各保健福祉サービスセンター内)
•事務局を会長一人で行っていた為、会長が全ての予約を受け、手配もしており、会長の事務負担が大
きくなっています。
•協力会員の人数が不足しています。

　こうした課題から、平成 25年度よりグループ制にしてリーダーを置き、予約・手配を分担し、事務
局の負担軽減を図っていきたいと思います。合わせて、随時、協力会員を増やしていく予定です。
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　人生には様々な悩みがあります。だれにも相談で
きない、どこに相談したらよいかわからない。そん
なときは、まず社協にお電話ください。

相談は、総合福祉センター３階の相談室
または１階の社協事務所までお越しください

心配ごと相談
　　どんなことでもご相談ください
　　（第３金曜日は年金相談もできます。）
　　毎週金曜日　午前9時～正午　　毎週金曜日　午前9時～正午
　　相談員：心配ごと相談員
　　心の悩み相談には、事前の予約が必要です。　
　　（カウンセラー、精神保健福祉士が対応）

結婚相談
　　結婚を望まれる方の相談窓口
　　毎月第１・３土曜日　
　　午後１時～午後４時
　　第２・４金曜日　
　　午後６時30分～午後８時30分
　　相談員：結婚相談員

司法書士の法律相談（予約制）
　　身近な法律に関する相談
　　毎月第２水曜日　午後３時～午後５時
　　相談員：司法書士  予約電話／73－4431

あなたと家族の悩み相談　～家族のサポートライン～
　　ご家族を亡くされた方、病気に直面されている方
　　ご相談ください
　　毎月第1月曜日　午後 ２時～午後４時
　　相談員：ボランティア
　　直通電話／82－0400

福祉やボランティアの相談
　　月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時30分
　　電話／73－4431　ＦＡＸ／73－8030

5

今年はいつまでたっても寒いですね。桜は早かったのにね。
でも新緑の若葉、青葉に春を感じ、５月のさわやかな風に元
気に泳いでいる鯉のぼりに思わず深呼吸したくなります。
　　　　　　　　　　　　　　　 　  湖東　６０代　女性
毎号「やらざあ」の全ページに美しいカラー写真とともに、多
彩な会員の活動が紹介され、思わず残らずに読まされます。
なかでも表紙を飾る運動公園の日本リスの微笑ましい写真
には見惚れてしまいます。５年間にわたる橘田さんの毎年２０
０余日という努力の成果。くるみの木の植樹、公園南北を結
ぶ通路橋下へのリスの通い道特設などこうした仲間の方々
の長年の積み上げによるものと思います。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　ちの　８０代　男性
社協会費の納入状況心配になります。任意拠出ではなく、全
世帯所得に応じて何がしかの会費の徴収のできる方策の研
究をお願いしたい。　　　　　　　　　宮川　８０代　男性

・

・

・

社協情報紙　　　　　の発行にはみなさんの会費が使われています。

７月末日

ものの数え方

　日本語のものの数え方(助数詞)は数えるもの

によって違います。それは昔からの伝統や風習なども伝

えているのだそうです。そんな美しい言葉をみんなで大

切にしていきたいですね。

　というわけで、次の３つの正しい数え方をお答えくだ

さい。

１）うさぎ

　①　ぴょん　②　羽　　　③　頭

２）いか

　①　足　　　②　匹　　　③　杯

３）たんす

　①　棹　　　②　台　　　③　個

応募要領　

当選者

応募締め切り

荻原 儀久さん (ちの )・河西 允人さん (宮川 )
牛山 フミ子さん (湖東 )

クイズの答え、住所、氏名、年齢（年代）電話番号に社協への
ご意見、ご要望、やらざあの感想、つぶやきなど一言添えて社
協までお送りください。正解者の中から抽選で３名の方に図
書カードを差し上げます

＊前回ご応募いただきました川柳は今後本紙にてご紹介させ
ていただきます。

　

平成 24 年度茅野市社会福祉協議会　決算報告

収入合計 406,632,970 円

支出合計 328,864,059 円

収　入

支　出

介護保険・自立支援費・
移動支援受託金等収入
173,883,651円

42.77％

居宅介護等事業
193,411,263円

58.81％
法人運営事業
64,968,297円
19.76％

補助金・助成金収入
84,282,423円
20.73％

前年度繰越金
77,839,536円
19.14％

受託金収入
23,061,068円

5.67％

社協会費収入
10,524,483円

2.59％

ふれあい保健保健福祉事業
24,610,747円

7.48％

地域活動
支援センター事業
7,985,096円
2.43％

配分金事業
6,430,603円
1.96％

社会福祉事業 4,440,000円
1.35％

小地域福祉活動推進事業
3,323,000円
1.01％

生活福祉資金
貸付事業

2,870,500円
0.87％

日常生活
自立支援事業
1,156,744円
0.35％

シャララ・ほっと
サービス事業
1,044,765円
0.32％

ホームヘルパー養成講座事業
860,000円
　　0.26％

暮らしのつなぎ
資金貸付事業
530,000円
0.16％

希望の旅事業
318,000円
0.10％

総合相談事業
721,000円
　　0.22％

ボランティア・
市民活動振興事業
16,194,044円

4.92％

事業収入
6,526,014円
1.60％

共同募金配分金収入
6,430,603円
1.58％

寄付金収入 4,363,381円
1.07％

受取利息配当金収入
3,249,453円
0.80％

施設整備等
補助金収入
980,000円
0.24％

雑収入
901,960円
0.22％

貸付事業等収入
603,000円
0.15％

施設整備等
寄附金収入
100,000円
0.02％

経理区分間
繰入金収入
（内部取引）
13,887,398円

3.42％

今回は
クイズ
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　　ご家族を亡くされた方、病気に直面されている方
　　ご相談ください
　　毎月第1月曜日　午後 ２時～午後４時
　　相談員：ボランティア
　　直通電話／82－0400

福祉やボランティアの相談
　　月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時30分
　　電話／73－4431　ＦＡＸ／73－8030
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今年はいつまでたっても寒いですね。桜は早かったのにね。
でも新緑の若葉、青葉に春を感じ、５月のさわやかな風に元
気に泳いでいる鯉のぼりに思わず深呼吸したくなります。
　　　　　　　　　　　　　　　 　  湖東　６０代　女性
毎号「やらざあ」の全ページに美しいカラー写真とともに、多
彩な会員の活動が紹介され、思わず残らずに読まされます。
なかでも表紙を飾る運動公園の日本リスの微笑ましい写真
には見惚れてしまいます。５年間にわたる橘田さんの毎年２０
０余日という努力の成果。くるみの木の植樹、公園南北を結
ぶ通路橋下へのリスの通い道特設などこうした仲間の方々
の長年の積み上げによるものと思います。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　ちの　８０代　男性
社協会費の納入状況心配になります。任意拠出ではなく、全
世帯所得に応じて何がしかの会費の徴収のできる方策の研
究をお願いしたい。　　　　　　　　　宮川　８０代　男性

・

・

・

社協情報紙　　　　　の発行にはみなさんの会費が使われています。

７月末日

ものの数え方

　日本語のものの数え方(助数詞)は数えるもの

によって違います。それは昔からの伝統や風習なども伝

えているのだそうです。そんな美しい言葉をみんなで大

切にしていきたいですね。

　というわけで、次の３つの正しい数え方をお答えくだ

さい。

１）うさぎ

　①　ぴょん　②　羽　　　③　頭

２）いか

　①　足　　　②　匹　　　③　杯

３）たんす

　①　棹　　　②　台　　　③　個

応募要領　

当選者

応募締め切り

荻原 儀久さん (ちの )・河西 允人さん (宮川 )
牛山 フミ子さん (湖東 )

クイズの答え、住所、氏名、年齢（年代）電話番号に社協への
ご意見、ご要望、やらざあの感想、つぶやきなど一言添えて社
協までお送りください。正解者の中から抽選で３名の方に図
書カードを差し上げます

＊前回ご応募いただきました川柳は今後本紙にてご紹介させ
ていただきます。

　

平成 24 年度茅野市社会福祉協議会　決算報告

収入合計 406,632,970 円

支出合計 328,864,059 円

収　入

支　出

介護保険・自立支援費・
移動支援受託金等収入
173,883,651円

42.77％

居宅介護等事業
193,411,263円

58.81％
法人運営事業
64,968,297円
19.76％

補助金・助成金収入
84,282,423円
20.73％

前年度繰越金
77,839,536円
19.14％

受託金収入
23,061,068円

5.67％

社協会費収入
10,524,483円

2.59％

ふれあい保健保健福祉事業
24,610,747円

7.48％

地域活動
支援センター事業
7,985,096円
2.43％

配分金事業
6,430,603円
1.96％

社会福祉事業 4,440,000円
1.35％

小地域福祉活動推進事業
3,323,000円
1.01％

生活福祉資金
貸付事業

2,870,500円
0.87％

日常生活
自立支援事業
1,156,744円
0.35％

シャララ・ほっと
サービス事業
1,044,765円
0.32％

ホームヘルパー養成講座事業
860,000円
　　0.26％

暮らしのつなぎ
資金貸付事業
530,000円
0.16％

希望の旅事業
318,000円
0.10％

総合相談事業
721,000円
　　0.22％

ボランティア・
市民活動振興事業
16,194,044円

4.92％

事業収入
6,526,014円
1.60％

共同募金配分金収入
6,430,603円
1.58％

寄付金収入 4,363,381円
1.07％

受取利息配当金収入
3,249,453円
0.80％

施設整備等
補助金収入
980,000円
0.24％

雑収入
901,960円
0.22％

貸付事業等収入
603,000円
0.15％

施設整備等
寄附金収入
100,000円
0.02％

経理区分間
繰入金収入
（内部取引）
13,887,398円

3.42％

今回は
クイズ
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